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令和５年３月２４日
第２回首都圏アンテナショップ在り方検討懇話会
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１ 環境の変化 （１）ECの台頭
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【市場規模】
■ 市場規模は着実に伸びており、R3は物販系ECが13.3兆円、うち「食品・飲料・酒類」は2.5兆円となっ
ている。

■ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、R1→R2の伸び率が特に大きく、「食品・飲料・酒類」は
R2→R3も引き続き２桁を超える伸び率となっている。

【EC化率】
■ R3のEC化率は、物販系全体では8％台であるが、「食品・飲料・酒類」のEC化率は３％台となっている。

経済産業省「電子商取引実態調査」より

※物販系分野…「食品、飲料、酒類」「生活家電、AV 機器、PC・周辺機器等」「書籍、映像・音楽ソフト」「化粧品、医薬品」「雑貨、家具、インテリア」
「衣類、服装雑貨等」「自動車、自動二輪車、パーツ等」

※EC化率…電話、FAX、E メール、相対（対面）等も含めた全ての商取引金額（商取引市場規模）に対するEC 市場規模の割合
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１ 環境の変化 （２）スマートフォンの普及
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総務省「令和３年通信利用動向調査」より

■ スマートフォン保有率が直近10年で約50％から約90％へ急伸した。H29の時点で既にPC保有率を上
回った。

■ 世帯主の年齢別では、60歳代で9割強、70歳代で8割弱、80歳以上で5割強の保有率となっている。

総務省「令和３年通信利用動向調査」より

（単位：％）

（単位：％）
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

モバイル端末全体 94.5 94.8 94.6 95.8 94.7 94.8 95.7 96.1 96.8 97.3
スマートフォン 49.5 62.6 64.2 72.0 71.8 75.1 79.2 83.4 86.8 88.6
パソコン 75.8 81.7 78.0 76.8 73.0 72.5 74.0 69.1 70.1 69.8
タブレット型端末 15.3 21.9 26.3 33.3 34.4 36.4 40.1 37.4 38.7 39.4
ウェアラブル端末 0.5 0.9 1.1 1.9 2.5 4.7 5.0 7.1
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１ 環境の変化 （３）県産品を取り扱う様々な首都圏常設店舗
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【民間の特産品セレクトショップ】
■ 全国から食品や工芸品を集めた、民間の特産品セレクトショップが、首都圏のターミナル駅構内やその
周辺、日本橋といった中心地に出店している。

【県内飲食店・メーカーの首都圏進出】
■ 首都圏のターミナル駅や観光地等へ進出し、単独店舗を展開している。
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１ 環境の変化 （４）首都圏の様々な場所における小規模フェア
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■ 百貨店の催事場における大規模な物産展のみならず、デパ地下、ターミナル駅構内及びその周辺地下街、
スーパー等、様々な場所で小規模なフェアが開催されている。

■ 形式は、自社製品を出張販売する形から、様々なメーカーの商品を集めた「ポップアップの宮城県産品
セレクトショップ」形式まで様々である。
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２ 本日ご意見をいただきたい点（販売関連機能）
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(1) 限られた県予算の中で、

① 県内食品製造メーカーにとって「販路拡大」及び「商品開発や販売計
画等に役立つ情報の提供」

② 首都圏の消費者にとって「県産品を知るきっかけの提供」及び「ほし
い時にいつでも手に入れることができる場の提供」

につながる効果的・効率的な施策について、手法に囚われず（リアル 、
デジタル、常設、期間限定、現行施策、新規施策 etc）、幅広くご意見を
いただきたい。

(2) (1)に併せて、効果測定指標についてもご意見をいただきたい。

本日テーマとする機能

①②は
相反しない
施策実施目的
になると考える

・BtoCのどのような
データがメーカーに
有益か？
・BtoCの場をBtoBに
活かすことができな
いか？


